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福井市自然史博物館所蔵の福井県勝山市河合産植物化石
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Plant fossils from Kougo, Katsuyama City, Fukui Prefecture,
central Japan stored in the Fukui City Museum of Natural History
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（要旨）　福井市自然史博物館に所蔵されている福井県勝山市河合産植物化石について報告する．
Onychiopsis elongata，Dictyozamites sp.，Elatocladus sp.，Podozamites reiniiおよびPodozamites sp.を確認し，
これらは滝波川沿いに露出する下部白亜系手取層群北谷層上部より採集されたと考えられる．
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１．はじめに

　手取層群は，福井・石川・富山・岐阜・新潟県
に分布する上部ジュラ系および下部白亜系である

（Yamada & Sano, 2018）．筆者は，福井県の手取層群
より産出する動植物化石の研究を進めており，福井市
自然史博物館所蔵の手取層群産化石を調査している．
今回は，福井県勝山市滝波川地域産植物化石について
収蔵状況を調査したので報告する．

２．資料と産出層準

　今回報告する植物化石は，1950年代に勝山市河
こう

合
ご

で
採集された標本である．採集地点は不明だが，河合の
滝波川沿いには手取層群北谷層上部が露出しているこ
とから（酒井ほか，2018：Fig. 3, ルート3，8，10），植
物化石の産出層準は同層と考えられる（Fig. 1）．確認
した標本には，シダ類のOnychiopsis elongata （Geyler） 
Yokoyama（FCMNH-G1-52094）， ベ ネ チ テ ス 類 の
Dictyozamites sp.（FCMNH-G1-53126：Fig. 2-1，2），球
果 類 のElatocladus sp.（FCMNH-G1-53119：Fig. 2-3），
Podozamites reinii Geyler（FCMNH-G1-53121：Fig. 2-4a）
お よ びPodozamites sp.（FCMNH-G1-53121： Fig. 2-4b）
が含まれ，いずれも手取層群より産出することが知ら
れている（Yabe et al., 2003）．そのうちDictyozamites

属は，桑島層，伊月層，大黒谷層および小和清水層な
どから産出報告があり，北谷層からの産出は稀である

（例えば，Kimura & Sekido, 1976；石川県教育委員会, 
1978；岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会，1993；安野，
2006；酒井ほか，2018；Sakai et al., 2020）．
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３．おわりに

　北谷層の植物化石は，主に杉山川の北谷恐竜化石発
掘現場（酒井ほか，2018：Figs. 3，4，Loc. 30）に露
出する同層下部より報告されているが（例えば，矢部・
柴 田，2011；Sano & Yabe, 2017；Yukawa & Yabe, 
2019），発掘現場より上位層準からの報告は情報に乏
しい状況にある（酒井ほか, 2018：Figs. 3，4，Locs. 
26，27，28）．勝山市河合には北谷層上部が露出して
いるが，これまで植物化石の産出は報告されていなか
った．そのため，福井市自然史博物館に所蔵されてい
る河合産植物化石は，北谷層上部より産出したと考え
られる数少ない貴重な資料だといえる．
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Fig. 2. Plant fossils collected from the upper part of the Kitadani Formation of the Tetori Group distributed in Kougo, Katsuyama City, 
Fukui Prefecture, central Japan. 1: Dictyozamites sp., FCMNH-G1-53126. 2: Close-up of FCMNH-G1-53126. 3: Elatocladus sp., 
FCMNH-G1-53119. 4: Podozamites reinii Geyler (a) and Podozamites sp. (b), FCMNH-G1-53121. Scale bars are 1 cm.

Abstract
This study reports about plant fossils from Kougo, 
Katsuyama City, Fukui Prefecture, central Japan stored 
in the Fukui City Museum of Natural History. Onychiopsis 
elongata, Dictyozamites sp., Elatocladus sp., Podozamites reinii 
and Podozamites sp. were identified. These were maybe 
collected from the upper part of the Lower Cretaceous 
Kitadani Formation of the Tetori Group along the 
Takinami River.
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